　　　　玉名女子高等学校　「学校関係者評価」　実施要項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２９年４月

１．目的

　　実施している保護者・生徒アンケートや自己評価の結果を評価することを通して、自己評価の客観性・透明性を高め、学校・家庭・地域が共通理解を持ち、連携協力により、学校運営の改善に当たることを目的とする。

２．学校関係者評価委員会の構成
　　保護者代表及び法人評議員とする
３．学校関係者評価の実施

　　①　前年度の自己評価、保護者アンケートの提示を受ける。
②　評価に先立ち、学校行事の参観、施設・設備の視察をする。また、教職員や児童生徒との対話等を行い、学校状況についての理解を深める。自己評価の結果を踏まえた、今後の改善方策について評価する。評価に必要な事柄があれば、請求し検証する。
　　②　実施時期　　自己評価及び生徒・保護者アンケート　（２月実施）　

　　　　　　　　　　まとめ資料の作成（３月実施）

　　　　　　　　　　学校関係者評価委員会（６月、２月頃）

４．報告

　　学校関係者評価委員会は、評価の結果を取りまとめ、今後の改善方策について検討し、報告書を作成のうえ校長へ提出する。
５．結果の活用
　　学校関係者委員会の作成した報告書により、今後の改善方策を次年度の
重点目標の設定に反映し、具体的な取り組みの改善に用いる。また、これにより、教職員の課題に対する共通理解の促進とともに、改善への意識の喚起となるよう活用する。
さらに、改善の必要のない一層促進するべき事項について確認をし、特色ある学校づくりに活かしていくものとする。
　　
　　
　２９年度　玉名女子高等学校　学校関係者評価（報告）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校関係者評価委員会　　

実施日　平成３０年５月１８日評議員会終了後    出席評議員　１２名

渡邉典子、松村峰子、安成美恵子、松尾邦徳、高峰武、岩下元行、

橘高桃江、山本恵子、西田典正、片山裕佳、坂本浩二、高嵜美奈
○　２９年度参観行事：包丁授与式・創立記念式・体育祭・戴帽式　等

○　自己評価の分析について、資料の配布と説明（教頭）

· 感想・意見や提案（評価者）

重点目標１．基礎学力の充実と基本的生活習慣の確立

評価項目１：基礎学力の向上と多様な生徒に対する進路保障について

　　・上級学校への進路希望者ではジャンルごとに適切な方との面接対話を図って意欲の意識付けを。
・校長はじめ、各先生方が一丸となっての努力が実り素晴らしい。３０年度のスタートとなったこと、又近隣中学校からの入学者の増加、本当にうれしいことです。学校を訪れる度に、先生方がひとりひとりの生徒を大切に指導なされていることを感じています。出席率９８．７％が証明している。
・入学から社会へ送り出すまで、責任を持って指導されていられることも素晴らしい。
評価項目２：基本的生活習慣の確立と安全な生活指導について
· これからも今の姿を続けてください。
· 美しい環境作りが進み、見違えるように美しい校舎、表玄関へのアプローチの印象など、卒業生としても感謝いたします。
· この美しい環境を生徒達の真心で、いつまでも維持していただきたい。現場から離れ１０数年が経過し、現実離れしていることと感じますが、在職時、存在していた週番の役割が全ての指導であったかと感じるところがある。
重点目標２．魅力ある学校づくり

評価項目３：魅力ある学校づくりと生徒募集について
・生徒のニーズにあった、いろいろの工夫がなされ、生徒募集が出来ていると思います。
・今年入学してきた生徒が、どんな目的で本校を選んだか知りたい。
・荒尾玉名地区中学校の入学者推移を知りたい。来年初めてのアニメデザインコースの卒業生の進路が楽しみである。
・魅力ある学校づくりに対して、努力目標を決めて取り組まれていると聞きうれしく思う。学校内の行事は、さらに発信し、周囲に関心を持ってもらえるように努力すべきだ。

・今年度は、近隣中学校からの入学者が少し増えたと聞くが、増加の理由を分析し、次につながねばならない。
· 校内が明るく女子校らしく変わっていき楽しみである。引き続き努力をしてほしいと思う。
· 女子高校なので、礼法室として多目的教室の畳の新調をし、活用していただきたい。

· 学校の環境整備への努力を感じる。
· 伝統ある女子校の教育を自信持って推進していただきたい。「数字で見る玉名女子」は学校を知るよい資料だ。
重点目標３．文武両道

評価項目４：教師指導力の向上

　・生徒たちがわかりやすい授業を受けることが出来るためには、先生方が
　　指導力を高めていくことは大切と思う。先生方に頑張ってほしい。
　・学力向上に向けて継続してほしい。
　・最近よく聞く「アクティブラーニング」など、時代の流れに乗り遅れない、子どもたちが理解しやすい授業を工夫していってください。PTA総会時以外にも公開授業など実施してみてはどうか。
評価項目５：文武両道を目指す、学習と部活動の両立について
· 部活動との両立は本当に大変だと思います。放課、家庭学習、休日の学習時間もままならないのが現実ですから、授業の一時間一時間がいかに大切かと、生徒自身が自覚するしかないと思います。なかなか難しい問題です。
· 掃除も準備も後片付けも挨拶も、規律秩序が保たれていない学校は、教育の成果も期待できない。文武両道で推進して欲しい。
· 生徒の自主的判断にまかせながら、教職員は両立の努力を見守ってほしい。
· 意識意欲付けの機会を多くしなければならないと感じる。

重点目標４．人権同和教育の推進と楽しい学校環境づくり
評価項目６：人権同和教育の推進といじめを許さない心の涵養について
　　・現在、県北の県立高校の女子生徒のいじめ自殺事件のニュースで心が痛みます。このところ県内で何件かのいじめの問題が起こっています。少子化で繊細な心を持った生徒が多い現状、言葉一つで自殺まで追い込む現状の中で、先生方のご苦労本当に大変だと思う。
　　・個人的な考えだが、一番の基本はホームルームだと思う。朝の挨拶から、その日の生徒の表情や態度をよく観察することだと思う。気になる生徒への素早い対応と、家庭との連携が必修、いい面で観察力を高めることだと思う。
　　・現在、地域社会で活動しながらいろいろな方々と交流します。お互いを認め合い、相互扶助でやっていかないと人間関係はうまくいかないことを実感しているところ。生徒達も、色々とボランティア活動の機会を作り、（幼児、老人、障害のある人など）とふれあい、お互いを認め合う力を養っていったらいいと思います。
　その他・評議員所感等
· 初めて評議委員となり評価委員会に参加して、保護者アンケートの実施やその効果的な活用について、同じく学校関係者として学びました。

経年変化に伴う課題整理と対策の必要性があると感じます。

　　　 入学生増加に向けた取り組みもしっかりしてあり、アンケートによる分析は客観性があり、わかりやすいと感じました。
